
特集　平成22年度津別町の予算

今月の表紙 アソビバ！つべつ　～チミケップ湖でワカサギ釣りを体験しました～

温故知新

俳句に魅せられる

豊永　松橋　正志さん

後期高齢者医療制度

まちの話題　森林セラピーガイド　養成研修講座が開催されました



一
般
会
計
予
算
額
を
科
目
別
に
み
た

の
が
、
上
の
グ
ラ
フ
で
歳
入
は
左
側
の

円
グ
ラ
フ
で
す
。
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
が
26
億
６
１
０
０
万
円
で

（
前
年
対
比
０
・
４
％
増
）
歳
入
の
57
・

０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
国
道

支
出
金
、
地
方
譲
与
税
、
町
債
な
ど
を

加
え
た
の
が
依
存
財
源
と
い
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
歳
入
全
体
の
79
・
８
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
、

５
億

１
１
４
万
円
で
前
年
度
比
２
・

１
％
の
減
額
と
な
り
、
21
年
度
予
算
額

よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
金
繰
入
金
は
極
力
抑
え
、

前
年
度
よ
り
６
・
７
％
減
の
１
億
６
３

８
１
万
円
と
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
崩

し
で
21
年
度
末
の
一
般
会
計
分
の
基
金

残
高
は
、
積
立
分
も
含
め
22
億
８
２
６

２
万
円
と
な
る
予
定
で
す
。

次
に
、
上
の
グ
ラ
フ
右
側
の
円
グ
ラ

フ
は
歳
出
を
科
目
ご
と
に
表
し
て
い
ま

す
。
歳
出
の
18
・
２
％
を
占
め
る
公
債

費
は
、
各
種
事
業
を
実
施
し
た
と
き
に

借
り
た
お
金
の
償
還
金
で
約
８
億
５
０

３
７
万
円
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
昨
年
度
か
ら
比
較
す
る
と
約
１
億

８
２
６
万
円
の
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
費
で
は
平
成
22
年
か
ら
平
成
31

年
ま
で
の
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

で
あ
る
第
５
次
総
合
計
画
の
指
針
を
ま

と
め
た
本
編
と
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
（
合

わ
せ
て
３
０
０
０
部
）
の
印
刷
に
90
万

円
、
民
生
費
で
は
子
ど
も
手
当
等
扶
助

費
５
６
５
人
分
の
７
３
４
７
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
農
林
業
費
で
は
昨
年
、

15
の
町
内
企
業
・
団
体
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
協
同
組
合
」
へ

の
補
助
金
と
し
て
４
０
０
万
円
、
土
木

費
は
町
営
住
宅
豊
永
団
地
４
戸
の
屋

根
・
外
壁
張
替
改
修
工
事
に
１
１
０
８

万
円
、
消
防
費
は
防
火
衣
14
着
の
更
新

に
２
７
９
万
円
。
教
育
費
で
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
経
費
８
９
３
万
円
と
放
課

後
子
ど
も
教
室
経
費
に
８
５
０
万
円
、

日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

15
周
年
記
念
事
業
に
よ
り
、
例
年
よ
り

増
額
の
２
２
６
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
の
主
要
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
表
２
は
、
今
年
の
一
般
会
計

の
予
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
で
割
り

返
し
た
金
額
で
す
。
５
８
４
０
人
の
町

民
一
人
当
た
り
の
金
額
は
、
79
万
８
８

０
１
円
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
科

目
に
振
り
分
け
ら
れ
た
予
算
は
、
ま
ち

づ
く
り
や
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る
た
め
大
切
に
使
わ
れ
ま
す
。

町
の
予
算
は
「
一
般
会
計
」「
特
別
会

計
」「
企
業
会
計
」
に
別
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
町
民
の
生
活
全
般
に
わ
た

る
施
策
を
行
う
た
め
に
経
理
す
る
の
が

「
一
般
会
計
」
で
す
。

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
額

は
、
表
１
の
と
お
り
46
億
６
５
０
０
万

円
で
対
前
年
度
比
０
・
５
％
の
増
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
地
方
財
政
計

画
に
基
づ
き
歳
入
を
慎
重
に
見
積
り
し
、

歳
出
は
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
医
療

費
の
精
算
分
の
減
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
減

少
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
借
換
債

借
入
金
の
減
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
は
国
道
２
４
０
号
配
水
管
移
設
工
事

の
減
。
ま
た
、
上
水
道
事
業
の
企
業
会

計
は
資
本
的
支
出
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

平
成
22
年
度
の
予
算
総
額
は
70
億
２

６
１
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

�

平成22年度会計別予算額の内訳

地方交付税

26億6,100万円（57.0％）

依存財源

自主財源
20.2％

79.8％

国道支出金

4億 647万円（8.7％）

町債
4億8,340万円

その他

1億6,910万円

(10.5%)

町税
5億 114万円

(10.7%)

繰入金

1億6,381万円 (3.5%)

使用料・財産収入等 2億3,504万円（5.0％）

諸収入 4,504万円（1.0％）

総務費

7億3,783万円

（15.8％）

民生費
8億1,616万円

（17.5％）

衛生費

6億 793万円

（13.0％）

農林業費

2億6,115万円

（5.6％）

（10.9％）

商工費
5,190万円（1.1％）

土木費
5億 995万円

消防費

2億3,741万円
（5.1％）

教育費
5億2,342万円
（11.2％）

公債費

8億5,037万円

（18.2％）

議会費 6,065万円（1.3％）

予備費 500万円（0.2％） 労働費
113万円（0.0％）災害復旧費

210万円
（0.1％）

総　額

46億6,500万円

◆ 一般会計予算額の科目別内訳

【歳入】 【歳出】

【表１】

(3.6%)

総務費

土木費

商工費 農林業費

教育費

議会費

その他
10,385円126,341円8,887円

87,320円360円

193円44,718円

40,653円89,625円856円

【表２】（一般会計分）

町民１人当たり予算額　

798,801円消防費災害復旧費

139,754円104,098円

民生費衛生費労働費

公債費

145,611円

※平成22年２月末現在の住民基本

台帳人口5,840人で計算しています。

一 般
会 計

特 別
会 計

依 存
財 源

町 民
予 算

70億円の使い途
歩いて暮らせるまちづくり

平成22年度の町の予算が、町議会の審議を経て決定しました。

予算の総額は70億2,610万円で前年度比2.9％の減となりました。主な原因は下水道事業の

事業完遂による事業費の減少です。

また、行政サービスの中心となる一般会計は、46億6,500万円で前年度比0.5％の増。今年

は、第５次総合計画がスタートする年で、まちなか団地の建設や情報交流拠点としての

（仮称）津別町多目的活動センター建設のための実施設計などを行っていきます。

町は、厳しい財政状況の中で、対話を進めながら人口減少社会に対応する歩いて暮らせ

るまちづくりを推進していきます。今月の特集では、このまちづくりを進めていく、町の

予算内容について紹介します。



制
や
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

過
疎
に
よ
る
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
が
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
健
や
か
で
安
心
し
て
子
育
て
を
し
、

元
気
な
老
後
を
過
ご
せ
る
地
域
を
目
指

し
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど
各
分
野

と
連
携
を
深
め
、
各
種
施
策
を
構
築
し

実
施
し
ま
す
。

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
自

分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
支
え
合

う
体
制
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
「
地
域

の
人
を
地
域
が
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
」
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
治

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
協
働
し
、

第
５
次
総
合
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
取
り

進
め
ま
す
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
公
表
が
、
す
べ

て
の
地
方
公
共
団
体
に
義
務
付
け
ら
れ
、

本
町
も
新
行
政
行
革
大
綱
を
策
定
し
、

自
主
・
自
立
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
以
降
も
「
自
分
た
ち
の

地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
」
の
基
本
理

念
に
基
づ
き
、
津
別
町
行
政
改
革
推
進

委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
、
新
行
政
行

革
大
綱
推
進
計
画
（
改
訂
版
）
を
策
定

し
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し

ま
す
。

公
会
計
改
革
を
推
進
す
る
に
は
、
全

庁
的
な
推
進
体
制
を
確
立
し
、
外
部
の

専
門
家
を
招
い
て
研
修
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
総
務
省
の
「
新
地
方
公
会
計
制

度
研
究
会
報
告
書
」
に
基
づ
き
、
す
べ

て
の
公
共
資
産
を
公
正
価
値
で
評
価
す

る
た
め
、
固
定
資
産
台
帳
を
整
備
し
ま

す
。

３
月
10
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
町
議

会
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度
予
算
の
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会
開
会
の
冒

頭
で
佐
藤
町
長
か
ら
予
算
提
案
に
あ
た

り
町
政
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
町
政
方
針

の
全
文
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。）

ア
メ
リ
カ
発
の
世
界
同
時
不
況
を
経

て
、
日
本
の
内
需
は
国
の
景
気
対
策
に

よ
っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、

依
然
と
し
て
デ
フ
レ
や
雇
用
不
安
を
抱

え
て
い
て
、
実
感
で
き
る
景
気
の
回
復

が
待
た
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
経
済
状
況

の
中
で
、
平

成
22
年
度
の

予
算
編
成
は
、

国
の
地
方
財

政
計
画
を
参

考
に
町
税
と

地
方
贈
与
税

は
減
収
、
地

方
交
付
税
は

若
干
の
増
と
な
る
歳
入
予
算
と
な
り
ま

し
た
。

本
年
度
は
「
第
５
次
総
合
計
画
」、「
住

生
活
基
本
計
画
」、「
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
」
が
実
際
に
動
き
出
す
年
で
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
な
が

ら
、
今
日
ま
で
議
会
や
町
民
の
皆
さ
ん

と
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
「
町
づ
く

り
」
を
具
体
的
に
進
め
、
町
政
の
柱
で

あ
る
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

第
５
次
総
合
計
画
は
基
本
構
想
を
実

現
す
る
た
め
、
具
体
的
な
実
行
プ
ラ
ン

を
ま
と
め
る
準
備
の
年
と
位
置
づ
け
て
、

短
期
、
中
期
的
な
財
政
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

仮
称
津
別
町
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー

は
、
行
政
と
し
て
の
先
導
的
役
割
の
一

環
と
し
て
、
商
店
街
の
活
性
化
や
「
田

園
工
房
の
ま
ち
・
つ
べ
つ
」
を
目
指
し

た
情
報
交
流
拠
点
と
し
て
、
旧
佐
々
木

医
院
跡
地
に
建
設
し
ま
す
。
町
民
の
代

表
か
ら
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、「
町
は
舞

台
、
町
民
が
主
役
」
で
あ
る
基
本
構
想

の
実
現
に
向
け
、
施
設
の
管
理
運
営
体

町

政

方

針

あ
い
さ
つ
を
し
あ
う
町
に
・
・
・
４
年
目

歩
い
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

町
は
舞
台
、
町
民
が
主
役

第
５
次
総
合
計
画

高
齢
化
に
よ
る
少
子
高
齢
化

保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携

定例町議会で町政方針を述べる佐藤多一町長

行
財
政
改
革
の
推
進

公
会
計
改
革
に
取
り
組
み
ま
す

【総務費】

・地域情報化経費　603万円

テレビ難視対策設備非常用電源設置に係る経費

・森の健康館管理業務　2,525万円

森の健康館の管理運営、町民の森電気工事などに係る経費

・地域再生チャレンジ交付金事業　802万円

森林セラピー基地のフィールド生理・物理の実験委託などに係る経費

【民生費】

・乳幼児医療費助成事業　550万円

現行小学生の入院まで助成していたが、中学生も対象として助成

を拡大

・老人福祉管理経費　538万円

高栄集会所と豊美寿の家屋根改修に係る経費

【衛生費】

・地域医療維持助成事業　5,000万円

住民の健康を守る地域医療を維持確保するため津別病院に助成

・ごみ焼却施設管理経費　3,273万円

一般廃棄物を大空町で広域処理するための事業負担金

・生ごみ処理経費　573万円

大空町より搬入分の生ごみ堆肥化に係る経費

【農林業費】

・愛林のまち緑資源を守る推進事業　1,686万円

民有林振興対策として、丸玉産業森づくり基金を充当し実施

・木造公共施設等整備事業　875万円

（仮称）津別町多目的活動センターの建設実施設計に係る経費

【土木費】

・まちなか団地建設整備事業　1億9,450万円

（委託料603万円、工事請負費3,444万円、公有財産購入費1億5,403万円）

町営住宅12戸の建設に係る経費

・町道整備事業　7,886万円

町道51号線、町道69号線、町道62号線の改良舗装工事

耐震化に合わせて橋梁長寿命化点検業務を実施

【教育費】

・津別高校振興対策事業　1,946万円

津別高校の二間口を維持し地元高校存続のための振興対策として、

バス通学費や教科書の補助を行う

・教材・備品購入経費　211万円

新学習指導要領移行に伴う小中学校理科教材の購入に係る経費

・少年期振興経費　453万円

船橋市・南アルプス市との交流を行う経費

・中学校施設整備事業　797万円

津別中学校の木部外壁塗装工事などに係る経費

屋根の塗装改修が行われる高栄集会所

４月１日より再開される森の健康館

地域医療の拠点である津別病院

旭町に新たに12戸の町営住宅（写真：豊永）

校舎、体育館の外壁塗装工事が行われます

愛林のまちの木材資源

平成22年度の主な事業をお知らせします

まちづくりセンター構想が盛り込まれた第５次総合計画
（案）を答申する原田策定審議会長と富田会長職務代理



加入者（被保険者）の方にお支払いいただく保険料は、２年ごとに保険料
率を決めることとなっております。
平成22・23年度の新しい保険料率をお知らせします。

～ 保険料率が変わります ～

【 1,049円増 】

（１）均等率の軽減～ 所得に応じて、均等割44，192円が以下のとおり軽減となります。

●保険料の軽減について

【本人の所得に応じた額】

（軽減は、世帯の加入者全員と世帯主の所得の合計で判定します。

加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります）

※この保険料率に基づく平成22年度の保険料額は、６月に「保険料額決定通知書」により個別に通知します。

（加入者が等しく負担）
43,143円

平成20・21年度
（年間）均 等 割

44,192円

平成22・23年度
（年間）

【 0.65ポイント増 】

（加入者の所得に応じて負担） 9.63％

平成20・21年度所 得 割

10.28％

平成22・23年度

●保険料の計算方法（平成22年度）

保険料は、全ての加入者（被保険者）の方にかかります。

保険料額は、加入者（被保険者）が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割額」の

合計で計算します。

世帯主や加入者（被保険者）の所得に応じて、保険料の軽減があります。

【１人当たりの額】

（平成21年中の所得－33万円）×10.28％

所 得 割均 等 割

44,192円 限度額50万円
（100円未満切り捨て）

１年間の保険料

＝+

加入者（被保険者）の皆様に健康や医療に対する理解を深めていただくとともに、制度の健全な運営を図る

ために、医療費通を行っています。

平成21年７月から平成21年12月診療分の医療費通知を、３月末に北海道後期高齢者医療広域連合より送付し

ています。

医療費通知は、請求書ではなく、医療機関等からの診療報酬明細書に基づき「医療費の総額」を記載してお

り、記載されている月に病院や薬局などにかかられた一覧です。

医療機関等の請求の遅れ等のため、医療費通知に記載されないことがありますが、ご不明な点がございまし

たら、下記までお問い合わせください。

※軽減判定→180万円－120万円（公的年金等控除）－33万円（基礎控除）＝27万円（軽減に該当）

※所得割→27万円×10．28％×５割＝13,878円〈年間保険料のうち所得割額分〉

例）年金収入180万円の場合

前年の所得から33万円を引いた額が58万円以下の方は、所得割が５割軽減となります。

■「医療費通知」について

（２）所得割の軽減～ 加入者個人の所得で判定します。

※被用者保険とは…

全国健康保険協会管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの健康保険のことです。

市町村の国民健康保険や国民健康保険組合は、含まれません。

この制度に加入したときに、被用者保険の被扶養者だった方は、所得割はかからず均等割が９割軽減と

なります。

（３）被用者保険の扶養者であった方の保険料の軽減

津別町役場保健福祉課

後期高齢者医療担当　６番窓口

†0152－76－2151

内線228・229

北海道後期高齢者医療広域連合　†011－290－5601

問い合わせ先

国民健康保険（退職者医療も含みます）の保険証の更新を下記の日程表のとおり行います。

保険証は、国保の資格を証明するものでお医者さんにかかるとき必要となるものです。

必ず期日までに更新の手続きをして下さい。（７５歳以上の方は対象となりません）

なお、特別な理由もなく保険税を納めない人には、有効期限の短い保険証が交付されるこ

とになります。また、納期限から1年を過ぎても滞納を続けていると、保険証を返却願い

「被保険者資格証明書」が交付され、病院にかかるときはいったん１０割の医療費を支払

うことになります。未納がある方は、役場健康医療グループまたは税務収納グループにご

相談下さい。

保険証更新日程表（土・日・祝日は除きます）更新手続きの方法

【必要なもの】保険証、印鑑

なお、４月から社会保険になる方

は、国保の喪失届が必要です。

問い合わせ先　

役場 健康医療グループ

†76－2151



問い合わせ先 役場保健福祉課健康医療グループ　医療助成担当y番窓口 †76－2151内線229

※重度心身障害者及びひとり親家庭等医療給付事業の対象

者も、右表と同様に中学生までの医療費が初診時一部負

担金のみとなります。（ただし、精神保健福祉手帳１級

該当者は、入院にかかる医療費を除きます。）

◎改めて手続きは必要ありません。「受給者証」の交付はしませんので、今までど

おり医療機関で支払を済ませ、領収書と印鑑、健康保険証を持参して役場窓
口で請求手続きをしてください。（領収書原本が必要な方は、ご自身でコピーし

てきてください）。

◎助成は、平成22年４月診療分からの領収書が対象です。
◎初めの請求の際に、助成金の振込先口座の届出が必要ですので、通帳を持参
してください。

※所得制限を超える方は、医療助成の対象となりません。超えると思われる方は担

当に問い合わせください。（所得制限額は右表をご覧下さい。）

助成を受けるには

表１．乳幼児等医療給付事業の現行制度と改正後の助成対

象比較（改正部分のみ）

※医療費の助成は、受診月から２年以内です。早めに請求してください。

◎利用期間 ４月29日(木）～10月31日（日）

◎定 休 日 毎週火曜日(5月4日・10月26日は営業します）

◎利用時間 4月、5月：午前８時～午後７時

6月～8月：午前７時～午後７時

9月　 ：午前７時～午後６時

10月　 ：午前８時～午後５時

◎受付開始時間

※午前８時以前の利用者は、８時になりましたら、一旦プレー

を中断し、必ず管理棟内の受付簿に記入し一日券や回数券を

購入し提出、シーズン券の提示などの受付を済ませてからプ

レーを再開してください。

◎使用料 （町内の小中高生は無料です）

シーズン券販売～4月15日から販売をします。

場　所 中央公民館　

（月～金　午前９時～午後５時まで）

持ち物 顔写真・券代金・印鑑

◎利用期間 5月1日（土）～10月31日（日）

◎休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

◎利用時間 平　日　午前10時～午後８時30分

（午前11時50分～午後1時・午後4時50分～午後6時は休憩時間）

土・日　午前10時～午後６時　　

（午前11時50分～午後１時は休憩時間）

シーズン券の受付 4月23日～30日までは中央　　

公民館。5月1日以降は温水プールで随時受付。

持ち物 顔写真・印鑑・身分証明書・券代金

（更新の方は券代金のみ）

◎利用期間 5月1日～10月31日までの土・日・祝祭日

7月20日～8月20日までの期間

◎利用時間 午前10時から午後6時まで　　　　　　　　　　

◎利用料金 町民の方は団体料金で利用できます。

ふれあい公園パークゴルフ場は4月29日オープンです！

昨年のシーズン券ホルダーの返却をお願いします！

�

�

�

�

�

グレステンスキー場は
5月1日オープンです！

本岐地区多目的公園パークゴルフ場は4月

29日から11月3日までの期間楽しめます！

（気象状況等により変更になる場合があります）

�

�

�

温水プール「すいむ」は
5月1日オープンです！

元五輪選手岩谷高峰さんの講習会も予定しています

・ 8月 1日（水の日）

・ 9月20日（敬老の日）

・10月11日（体育の日）

・10月31日（プール納め）

・５月 1日（プール開き）

・５月 5日（子どもの日）

・６月27日（オープン記念日）

今年のすいむ無料開放日
厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離

婚
の
各
届
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も

の
で
す
が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に
は
、
人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
を
実
施
し
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願
い
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業
の
記
入

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
今
後
の
厚
生
労
働
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
い
た
し
ま
す
。
本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

届
書
を
さ
れ
る
方
々
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
期
間

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

対
象
者

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の
届
書
を

さ
れ
る
方
々

調
査
方
法

各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職

業
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
例
え
ば
、「
教
師
」、「
看
護
師
」

の
方
は
専
門
・
技
術
職
、「
一
般
事
務
員
」、「
パ
ソ
コ
ン
操
作
員
」

の
方
は
事
務
職
、「
小
売
店
主
」、「
販
売
店
員
」
の
方
は
販
売
職
、

「
美
容
師
」、「
調
理
師
」、「
飲
食
店
主
」、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
」

の
方
は
サ
ー
ビ
ス
職
と
い
う
よ
う
に
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建
設
業
、
不
動
産
業
と
い
っ
た

産
業
も
併
せ
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

届
出
を
す
る
市
町
村
役
場
の
窓
口
に
「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・
産
業
例
示

表
）」
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
の
上
、
記
入
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
窓
口
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
　
人
口
動
態
・
保
健
統
計
課

中
学
生
ま
で
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
�

中学生まで医療費を助成します�

町では、北海道と共同で医療費を助成する北海道医療給付事業を

実施していますが、平成22年４月からは、少子化対策の一環として

この事業の対象範囲を津別町が独自に拡大し、課税・非課税世帯を

問わず、中学生までの入院・通院・調剤等にかかる医療費を助成い

たします。（ただし、初診時一部負担金は除きます。）



昨
年
12
月
19
日
、
江
別
市
で
行
わ
れ
た
全
日
本

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
選
手
権
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
バ
ト
ン
協
会
主
催
）
で
優

勝
し
、
広
島
県
立
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
が
決
ま
っ
た
津
別
中
学
校
３
年
生

の
三
田
実
樹
さ
ん
と
津
別
小
学
校
６
年
生
の
石
井

柚
良
さ
ん
が
、
３
月
９
日
に
町
長
室
を
訪
れ
、
全

国
大
会
出
場
の
報
告
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

三
田
さ
ん
は
「
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
演
技
を

し
た
い
で
す
」。
石
井
さ
ん
は
「
今
ま
で
練
習
し
て

き
た
成
果
を
十
分
発
揮
し
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

佐
藤
多
一
町

長
は
「
今
ま

で
や
っ
て
来

た
集
大
成
と

し
て
、
全
国

大
会
で
も
頑

張
っ
て
来
て

下
さ
い
」
と

激
励
の
言
葉

を
贈
り
ま
し

た
。

２月27日、中央公民館・講堂で、活汲小・中

学校などが出演したスプリングコンサートが開

催されました。

活汲小・中学校リコーダーアンサンブルは、３

月28日東京で開催される全国リコーダーコンテ

ストに出場します。

コンサートでは、陸別小学校リコーダーアン

サンブルクラブ、ＲＥＣつべつ、津別混声合唱

団、津別中学校吹奏楽部も、日頃の練習の成果

を披露しました。

最後には、出演者全員による合同演奏が行わ

れ、会場内は、見事な演奏に大きな拍手が送ら

れていました。

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
優
勝

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
全
国
大
会
出
場

「
卒
園
式
に
来
て
ね
！
」

青
葉
幼
稚
園
児
か
ら
招
待
状

２
月
20
日
、
中
央
公
民
館
で
、
社

会
教
育
講
座
（
教
育
委
員
会
・
社
会

教
育
課
主
催
）
が
、
町
内
在
住
の
鈴

木
利
枝
さ
ん
を
講
師
に
、
エ
コ
ク
ラ

フ
ト
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
手
芸
と
は
、
紙
バ

ン
ド
（
牛
乳
パ
ッ
ク
や
古
紙
か
ら
再

生
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
の
細
い

紙
ひ
も
を
並
べ
て
、
帯
状
に
し
た
も

の
）
を
使
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
バ
ッ
ク

を
作
る
手
芸
の
こ
と
で
、
子
供
か
ら

年
配
の
方
ま
で
楽
し
め
る
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
で
す
。
参
加
者
は
、
細
か
な
作

業
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、
み
ん

な
で
楽
し
く
「
テ
ー
ブ
ル
バ
ス
ケ
ッ

ト
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
講
座

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
が
開
催

第
５
次
社
会
教
育
中
期
計
画

策
定
・
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た

美しい音色が会場を包む

スプリングコンサートが開催

３月９日、青葉幼稚園の『そらクラス』の園児16人が

佐藤町長へ卒園式へのかわいい招待状を持ってきてくれま

した。

園児たちは初めて入った町長室に緊張しながらも「おは

ようございます」と大きな声で挨拶。代表の赤坂拓真くん

がと招待状を読み上げ手渡すと町長は笑顔で受け取りまし

た。その後、町長の幼稚園時代の写真をいっしょに見たり、

質問を行いました。「木は何本あるんですか？」「家は何戸

あるんですか？」など９つの質問に答えました。最後は町

長と記念写真と握手をしてお別れしました。

３
月
16
日
、
教
育
委
員
会
・
教
育
長

室
で
、
津
別
町
社
会
教
育
委
員

久
保

利
治

委
員
長
よ
り
阿
部
博
道
教
育
長

に
、
第
５
次
津
別
町
社
会
教
育
中
期
計

画
（
案
）
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

津
別
町
社
会
教
育
中
期
計
画
は
、
社

会
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
中
期
的
指

針
と
な
る
基
本
的
・
総
合
的
な
施
策
を

定
め
た
も
の
で
す
。
今
回
の
答
申
で
は
、

将
来
を
視
野
に
入
れ
て
、
今
後
５
年
間

に
求
め
ら
れ
る
施
策
・
計
画
を
検
討
し

「
個
々
人
が
地
域
で
支
え
合
い
、
学
び

合
う
中
で
、
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
学

習
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
ら

れ
る
実
り
あ
る
社
会
教
育
を
推
進
す

る
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

２
月
21
日
、
林
業
研
修
会
館
で
傾

聴
講
座
（
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
16
人
の
町
民
が
参
加

し
「
聴
く
」
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

講
師
に
は
N
P
O
法
人
北
海
道
総

合
福
祉
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
五

十
嵐
教
行
さ
ん
を
招
き
『「
傾
聴
」
す

る
た
め
の
心
構
え
と
技
術
』
と
題
し

て
６
つ
の
項
目
に
つ
い
て
を
講
演
を

行
い
ま
し
た
。「
聴
く
と
い
う
こ
と
は

聴
く
側
と
言
う
側
で
心
情
に
ズ
レ
が

あ
る
。
相
手
の
気
持
ち
や
思
い
、
考

え
な
ど
、
言
葉
に
付
随
し
て
い
る
気

持
を
聴
き
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
伝
え
、
参
加
者
等
は
熱
心
に
メ
モ

を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

「
言
葉
に
隠
れ
た
思
い
を
知
っ
て
」

傾
聴
講
座
に
16
人
が
参
加

３
月
４
日
、
津
別
町
林
業
研
修
会
館
・
集
会
室

で
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
養
成
研
修
会
（
津
別

町
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
は
、
森
の
癒
し
効
果
が
科
学
的

に
検
証
さ
れ
た
「
森
林
浴
効
果
」
で
関
心
が
高
く
、

町
内
外
か
ら
１
０
０
人
が
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
資
格
を
取
得
し

て
い
る
斜
里
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
知
床
自
然
学
校
理

事
長
の
関
口
　
均
さ
ん
で
、
参
加
者
は
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
検
定
の
対
策
、
学
習
の
方
法
を
学
び
ま
し

た
。検

定
試
験
は
、
６
月
６
日
に
津
別
町
と
札
幌
市

で
行
わ
れ
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド

養
成
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

２
月
24
日
、
第
７
回
有
機
農
業
技
術
公
開
セ
ミ

ナ
ー
（
N
P
O
法
人
有
機
農
業
技
術
会
議
主
催
、

津
別
町
・
J
A
つ
べ
つ
共
催
）
が
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
北
海
道

内
で
は
初
め
て
の
開
催
で
、
全
国
の
農
業
関
係
者

ら
約
１
８
０
人
が
「
安
全
・
安
心
の
大
規
模
農
業

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
有
機
農
業
の
推
進
に
つ

い
て
の
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
学
校
法
人
酪
農
学
園
大
学
の
麻
田

信
二
さ
ん
ら
の
基
調
講
演
を
受
け
、
道
内
の
大
規

模
畑
作
や
流
通
業
者
、
農
水
省
担
当
官
を
交
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
会
で
は
J
A
つ
べ
つ
の
女
性
部
等

の
手
作
り
料
理
が
用
意
さ
れ
、
約
１
０
０
人
が
参

加
し
盛
会
に
終
了
し
ま
し
た
。

翌
日
の
現
地
検
討
会
で
は
町
内
農
家
や
ペ
レ
ッ

ト
工
場
な
ど
施
設
の
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
酪
農
業
関
係
者
が
集
ま
る

有
機
農
業
技
術
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催有機農業技術会議の木嶋利男さんをコーディネーター

に迎えパネルディスカッションが行われました



「
父
親
は
、
当
時
生
業
と
し
て
柾ま

さ

屋
根

業
を
、
端
野
町
（
現
北
見
市
）
２
区
で

営
ん
で
い
ま
し
た
」
と
昔
を
振
り
返
っ

て
く
れ
た
松
橋
さ
ん
。

「
昭
和
14
年
９
月
11
日
、
長
男
の
私
が

小
学
校
２
年
生
の
と
き
に
、
父
親
が
病

気
で
急
死
。
母
と
兄
弟
４
人
一
家
全
員

が
、
叔
父
を
頼
り
美
幌
町
に
転
居
し
ま

し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

「
美
幌
町
美
英
高
等
小
学
校
卒
業
後
は
、

叔
父
も
柾
屋
根
業
を
営
ん
で
い
た
の

で
、
柾
屋
職
人
と
し
て
17
年
間
従
事
し

ま
し
た
が
、
柾
屋
根
は
、
建
築
工
法
の

変
化
と
、
防
災
上
の
理
由
か
ら
衰
退
し

ま
し
た
」
と
語
る
。

昭
和
38
年
４
月
、
丸
玉
産
業
㈱
に
就

職
。
28
年
間
勤
務
し
、
平
成
２
年
12
月

定
年
退
職
。

「
俳
句
は
、
定
年
間
際
に
働
く
ば
か
り

で
趣
味
が
な
く
、
会
社
の
先
輩
の
勧
め

で
始
め
ま
し
た
」
と
話
す
。

俳
句
は
、
５
・
７
・
５
の
17
音
節
で
、

配
列
の
順
序
な
ど
に
一
定
の
型
式
を
持

っ
て
い
る
日
本
伝
統
の
誌
歌
。

「
素
直
に
読
め
ば
良
い
し
、
難
し
い
言

葉
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
が
、

季
語
を
入
れ
て
17
文
字
に
詰
め
る
た

め
、
言
葉
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。
作
句
は
、

普
段
見
た
も
の
、
感
じ
た
こ
と
を
忘
れ

な
い
う
ち
に
、
メ
モ
す
る
習
慣
を
つ
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

津
別
町
俳
句
会
（
星
　
昇
一
会
長
）

の
副
会
長
、
会
計
、
事
務
局
を
担
当
。

「
毎
月
、
会
員
１
人
５
句
の
作
品
を
ワ

ー
プ
ロ
で
ま
と
め
て
配
り
、
互
選
で
７

句
を
選
び
、
そ
の
内
２
句
を
津
別
新
報
、

美
幌
新
聞
、
経
済
の
伝
書
鳩
、
道
新
か

わ
ら
版
に
発
表
、
掲
載
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

豊
永
の
「
さ
く
ら
公
園
」
に
は
津
別

町
俳
句
会
と
津
別
短
歌
つ
ら
ら
会
の
合

同
歌
句
石
碑
が
、
関
係
者
で
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
会
も
、
高
齢
化
で
会
員
の

減
少
が
悩
み
で
す
。
俳
句
に
関
心
や
興

味
の
あ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
た
。

今
後
も
、
感
動
す
る
気
持
ち
、
楽
し

み
な
が
ら
詠
む
、
作
句
活
動
は
続
く
。

まつはし　まさし　さん／昭和７年１月、端野町で生まれる／78歳／
豊永在住

さ
ん

俳
句
に
魅
せ
ら
れ
る

松
橋
　
正
志
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生
活
習
慣
病
の
予
防
や
生
活
習
慣
病

を
悪
化
さ
せ
な
い
こ
と
を
目
指
し
た
特

定
健
診
が
開
始
し
て
、
今
年
で
３
年
目

に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
は
受
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

◆
特
定
健
診
の
目
的
は

「
病
気
が
見
つ
か
っ
た
ら
嫌
だ
か
ら
受

け
た
く
な
い
」
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

ま
た
「
腹
囲
を
測
る
か
ら
嫌
だ
」
と
い

う
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
健
診
を
受

け
る
と
、
病
気
を
発
見
で
き
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
た
と
え
ば
血
液
検
査
の
結

果
が
正
常
範
囲
で
も
、
年
々
心
配
な
値

に
近
づ
い
て
い
る
な
ど
、
自
分
で
は
気

づ
か
な
い
う
ち
に
体
の
中
で
起
こ
っ
て

い
る
変
化
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

◆
健
診
を
受
け
る
と
良
い
こ
と
が

健
診
の
結
果
は
、
病
院
で
受
け
た
時

に
は
直
接
先
生
か
ら
、
町
の
健
診
を
受

け
た
時
に
は
保
健
師
や
栄
養
士
が
健
診

結
果
の
見
方
を
丁
寧
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
糖
尿
病
予
防
の
目
的
で
必
要
な
方

に
は
２
次
健
診
も
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
他
の
町
で
は
行
っ
て
い
な

い
津
別
町
独
自
の
取
り
組
み
で
す
。
血

液
検
査
な
ど
で
心
配
な
値
に
近
づ
い
て

い
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
て
い

っ
た
ら
よ
い
か
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と

も
出
来
ま
す
。
ま
た
そ
の
お
手
伝
い
と

し
て
、
運
動
教
室
や
栄
養
教
室
に
お
誘

い
も
し
ま
す
。
好
評
で
す
よ
！

更
に
町
の
集
団
検
診
で
は
、
６
つ
の

が
ん
検
診
を
同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
時
間
の
な
い
方
に
は
１
日
で

た
く
さ
ん
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

て
、
と
て
も
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
、
今
年
と
少
し
で
す
が
健
診

料
を
安
く
し
、
受
け
や
す
く
し
ま
し
た
。

◆
健
診
の
受
け
方

受
診
券
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
き
ま

す
。
次
に
健
診
の
予
約
を
し
ま
す
が
、

こ
の
と
き
に
受
診
券
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
の
方
に
は
４
月
末

に
町
か
ら
「
受
診
券
」
を
お
送
り
し
ま

す
。
雑
誌
サ
イ
ズ
（
Ａ
４
）
で
薄
い
厚

さ
の
色
紙
な
の
で
気
づ
き
に
く
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
大
事
に
と
っ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
の
方
も
、
会
社
や
保
険
組

合
か
ら
受
診
券
が
届
き
ま
す
。
受
診
券

が
あ
る
場
合
に
は
町
の
健
診
も
受
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

詳
し
く
は
今
回

一
緒
に
配
布
さ
せ

て
頂
い
た
チ
ラ
シ

を
ご
覧
下
さ
い
。

就
農
１
年
！
作
物
を
作
る
喜
び
を
知
り
ま
し
た

幾
島
　
大
智

さ
ん

いくしま　とものり さん／昭和57年７月生まれ

農業に従事／恩根

特
定
健
診
を
受
け
て
安
心
、
健
康
を

確
定
申
告
の
内
容
で
誤
り
が
あ
っ
た
場

合
は
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
手
続
き
が
あ
り

ま
す
。

【
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
更
正
の
請
求
』
を
し
て
正
し
い
税
額
へ

の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
手
続
き
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
期
限

か
ら
１
年
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
に
つ
い
て
は
平
成
23
年
３
月
16
日
ま

で
に
な
り
ま
す
。

【
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
修
正
申
告
』
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修

正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
修
正
申
告
に

よ
っ
て
新
た
に
納
め
る
税
額
は
修
正
申
告

書
を
提
出
す
る
日
ま
で
に
延
滞
税
と
合
わ

せ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。
修
正
申
告
を
す

る
場
合
や
税
務
署
長
が
更
正
を
行
う
場
合

に
は
、
新
た
に
加
算
税
が
賦
課
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
】

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
直
ち

に
申
告
を
し
て
下
さ
い
。
確
定
申
告
期
限

を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告
を
『
期
限
後
申
告
』

と
い
い
、
こ
の
申
告
に
は
加
算
税
が
賦
課

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
期
限
後
申
告

に
よ
っ
て
納
め
る
税
額
は
申
告
書
を
提
出

す
る
日
ま
で
に
延
滞
税
と
併
せ
て
収
め
て

く
だ
さ
い
。 確

定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
に
は

昨
年
４
月
か
ら
実
家
の
農
業
に
従
事

し
、
就
農
１
年
を
迎
え
た
幾
島
さ
ん
に
お

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

「
小
さ
い
頃
は
外
で
の
仕
事
が
嫌
で
し
た
。

で
も
色
々
な
仕
事
を
経
験
し
て
き
て
、
農

家
の
仕
事
も
大
変
だ
と
聞
い
た
。
や
っ
て

み
た
ら
自
分
が
作
っ
た
作
物
を
他
の
人
に

食
べ
て
も
ら
え
る
の
も
い
い
な
と
感
じ
て

い
ま
す
」
と
こ
の
１
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

津
別
の
小
学
校
、
中
学
校
と
相
撲
に
汗

を
流
し
、
相
撲
の
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
で
札
幌

商
業
高
校
へ
進
学
。
３
年
生
の
時
に
は
小

柄
な
が
ら
も
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
部
を
ま

と
め
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
の
部
ベ
ス
ト

16
と
い
う
成
績
を
残
し
た
そ
う
で
す
。
大

学
へ
も
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
で
北
海
学
園
短
期

大
学
へ
進
み
、
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
り
続
け

ま
し
た
。

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
と
車
い
じ
り
。
主
に

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
レ
ゲ
エ
を
聴
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
を
伺

う
と
「
ま
だ
農
家
１
年
目
な
の
で
、
昨
年

よ
り
仕
事
を
頑
張
り
た
い
し
、
新
規
就
農

者
た
ち
と
農
業
に
関
し
て
わ
か
ら
な
い
こ

な
ど
自
分
が
感
じ
て
い
る
悩
み
や
疑
問
を

共
有
し
て
、

一
緒
に
勉
強
を
行
う
な
ど

の
取
り
組
み
も
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
俳
号
　
真
志
）



固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

の
縦
覧
を
、
４
月
１
日
か
ら
５
月

31
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
・
祝
祭

日
を
除
く
）
住
民
生
活
課
税
務

担
当
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
と
は
自
分
の
資
産
の
評
価

額
と
他
の
評
価
額
を
比
較
し
適
正

さ
を
検
討
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

自
分
の
資
産
の
内
訳
（
土
地
・

家
屋
）
を
見
る
閲
覧
に
つ
い
て
は
、

通
年
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
中
に
固
定
資
産
の
譲

渡
等
で
名
義
を
変
え
た
方
や
家
屋

の
取
り
壊
し
の
あ
っ
た
方
な
ど
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
通
知
書
に
は
課
税

明
細
書
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
税
務
担

当

†
76
―

２
１
５
１

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
（
解
雇
、

配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
い
じ
め
な

ど
）
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。北

海
道
労
働
局
の
各
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
う
し
た

労
働
相
談
に
応
じ
て
各
種
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
無
料
・
簡

易
・
迅
速
な
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、「
あ
っ
せ
ん
」
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
近
く
の
「
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
下
記
の
北
海
道
労
働

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
制
度
に

関
す
る
概
要
を
掲
示
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
北
見
労

働
基
準
監
督
署
内
）

†
０
１
５
７
｜
23
｜
７
４
０
６

※
相
談
時
間
は
９
時
00
分
〜
16
時

30
分
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
対
象
と
な
る
障
害
に

「
肝
臓
機
能
障
害
」
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
認
定
基
準
は
、
症
状
の
か

な
り
重
た
い
方
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
医
師
に
相
談
の
上
、
該
当

す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
に
は
指
定
医
師

（
診
断
書
を
書
く
こ
と
の
で
き
る
医

師
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
）
の
診
断

書
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
保
健
福
祉

課
福
祉
担
当
†
76
｜
２
１
５
１

海
上
保
安
庁
で
は
、
次
の
通
り
海

上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

受
験
資
格

・
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
24
歳

未
満
の
者
（
昭
和
61
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者)

・
高
等
学
校
卒
業
程
度

申
込
受
付
期
間

４
月
１
日（
木
）〜
４
月
８
日
（
木
）

（
当
日
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験

５
月
16
日
（
日
）

第
１
次
試
験
地
（
道
内
）

札
幌
市
、
函
館
市
、
小
樽
市
、
旭

川
市
、
釧
路
市

採
用
課
程
及
び
予
定
者
数

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
（
航
海

・
機
関
・
主
計
）
１
７
０
人

※
試
験
の
詳
細
や
受
験
案
内
等
に
つ

い
て
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

紋
別
海
上
保
安
部
管
理
課

（
紋
別
市
港
町
５
｜
３
｜
10
）

†
０
１
５
８
｜
23
｜
０
１
１
８

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ† 76－2151

FAX    76－2976

昨
年
11
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事

が
終
了
し
ま
し
た
。

外
壁
、
内
装
、
音
響
設
備
等
が

改
修
さ
れ
、
以
前
よ
り
も
利
用
し

や
す
い
施
設
に
な
り
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
よ
り

従
来
同
様
に
利
用
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
焼
却
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
平
成
22
年
４
月
１
日
か

ら
は
広
域
処
理
を
行
い
、「
燃
や
す

ご
み
」
は
大
空
町
へ
搬
入
し
ま
す
。

焼
却
炉
の

運
転
は
休

止
し
ま
す

が
、
当
面

は
、「
燃
や

す

ご

み

」

の
直
接
搬

入
を
従
前

ど
お
り
受
入
れ
ま
す
。

な
お
、
定
休
日
、
受
入
時
間
、

処
理
料
金
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
み
の
分
別
区
分
に
つ
い
て
は

平
成
22
年
４
月
１
日
よ
り
「
燃
や

す
ご
み
」
を
大
空
町
の
焼
却
炉
で

処
理
を
す
る
関
係
か
ら
、「
燃
や
す

ご
み
」
の
分
別
が
一
部
変
更
と
な

り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
、
木
、

枝
、
草
、
花
、
落
ち
葉
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
「
燃
や
す
ご
み
」
と
し

て
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
、「
埋
め
る
ご
み
」
と

し
て
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
変
更
は
、

大
空
町
の
焼
却
炉
基
準
に
合
わ
せ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
適
切
な
排
出

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
環
境
衛
生

グ
ル
ー
プ
†
76
｜
２
１
５
１

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
北
海
道
支
部
の
健
康
保
険
料
率

が
、
本
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

よ
り
９
・
４
２
％
（
現
行
８
・
２

６
％
）
に
変
わ
り
ま
す
。

大
幅
な
保
険
料
率
引
き
上
げ
の
背

景
と
し
て
は
、
保
険
料
率
収
入
が
大

幅
に
落
ち
込
む
一
方
で
医
療
費
の
支

出
が
増
え
た
こ
と
、
都
道
府
県
ご
と

の
加
入
者
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
違

い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協

会
北
海
道
支
部

†
０
１
１
｜
７
２
６
｜
０
３
５
２

み
ん
な
で
交
通
安
全
推
進
大
会
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
、
明

る
く
住
み
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

日

時

４
月
６
日
（
火
）

19
時
00
分

場

所

町
民
会
館
講
堂

そ
の
他

交
通
安
全
標
語
の
表
彰
式

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
住
民
生
活

グ
ル
ー
プ
†
76
｜
２
１
５
１

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
改
修

工
事
が
終
了
し
ま
し
た

焼
却
炉
の
運
転
休
止
と
ご
み

分
別
区
分
の
変
更
に
つ
い
て

全
国
健
康
保
険
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

と
閲
覧
は
４
月
１
日
か
ら
で
す

身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
者
に

「
肝
臓
機
能
障
害
」
が
追
加
に

原因が不明で治療方法が確立

していない、いわゆる難病のう

ち、特定の疾患を対象とした特

定疾患治療研究事業を実施し、

対象となる患者さんに対し医療

費の一部を助成しているところ

ですが、今般、次の11疾患が新

たに追加されましたので、この

疾患に罹患していて所定の要件を満たしている方は、保健所に

申請することにより、医療費の助成が受けられますので、主治

医と相談の上、必要な手続きをして下さい。

問い合わせ先 北見保健所　保健予防係　†0157－24ー4173

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集
の

お
知
ら
せ

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
皆
さ
ん
へ

燃やす�
ゴミ�

埋める�
ゴミ�

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会

を
開
催
し
ま
す

自
宅
ま
で
商
品
を
届
け
て
く

れ
る
便
利
さ
に
ひ
か
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
販
売
を
利

用
し
た
。

し
か
し
、
う
っ
か
り
入

力
ミ
ス
を
し
て
し
ま
い
、

１
個
の
は
ず
が
11
個
の
商

品
が
届
い
て
し
ま
っ
た
。

返
品
条
件
を
確
認
し
て
み

た
と
こ
ろ
「
返
品
・
交
換

は
不
良
品
の
み
。
良
品
に

つ
い
て
は
受
け
付
け
な

い
」
と
記
載
し
て
あ
っ
た
。

入
力
ミ
ス
を
し
て
し
ま
っ

た
の
は
確
か
だ
が
返
品
す
る
方

法
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
40
代
女
性)

通
信
販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
適
用
外
で
す
が
、
業
者
側
が
「
注

文
を
確
定
す
る
前
に
内
容
を
確
認
し

た
り
、
間
違
い
を
訂
正
し
た
り
で
き

る
画
面
の
表
示
処
置
を
と
っ
て
い

な
か
っ
た
」
不
手
際
を
認
め
返
品

す
る
こ
と
が
で
き
、
解
決
に
至
り

ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
通
販
で
の
業
者
へ
の
苦

情
や
問
い
合
わ
せ
は
、
メ
ー
ル
受

付
の
み
で
、
電
話
対
応
を
し
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
、
連
絡
が
付
か
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

消
費
者
の
自
己
責
任
も
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
商
品
や
取
引
内

容
、
返
品
条
件
な
ど
を
し
っ
か
り
確

認
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151

A

ネ
ッ
ト
通
販
で
の
注
文
は
慎
重
に

http://www.hokkaido-labor.go.jp/



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線222

▼学生納付特例制度があります

学生納付特例とは、所得がない学生

の方が、将来、年金を受け取ることが

できなくなることや、不慮の事故等に

より障害が残ってしまった場合に、障

害基礎年金を受けることができなくな

ることを防止するため、本人の申請に

より保険料の納付が猶予される制度で

す。

▼ 学生納付特例を受けると年金受

給資格に算定されます

学生納付特例を受ずに「未納」にし

ていると、将来、障害基礎年金や遺族

基礎年金、老齢基礎年金の受給に際し、

未納期間が保険料納付の資格期間から

除外されてしまいます。

▼手続きはとても簡単です

手続きには年金手帳、学生証または

在学証明証、印鑑が必要です。

【問い合わせ先】

北見年金事務所・国民年金課

†0157－25－9635

学生の皆さん！ご存知ですか

問い合わせ先 役場水道施設管理グループ†76－2151（内線253）

みなさんに水道水を安全に飲んでいただくため、水道法に基

づく水質検査を毎月行っていますが、その検査項目や検査頻度

を記載した「水質検査計画」の閲覧を下記により行っています。

閲覧はいつでもできますのでご覧ください。

水質検査計画の公表について

閲覧場所　役場 建設課（２階２番窓口）

《お知らせ》

住宅用火災警報器の設置が義務付けられてい

ます。全ての住宅に平成23年５月31日までに

設置することとなっています。（町内電気店で

取り扱っています）

火災予防統一標語

「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」

４月20日～４月30日までの11日間

■問い合わせ先 津別消防署 † 76－2189

サイレン吹鳴 ４月20日～４月26日　午後７時～

消防車による町内広報 ４月20日～４月30日

消防団車両等による防火パレード ４月17日　午後１時～

防火教室・救急教室 期間中に随時実施

北海道では平成22年度においても交通事

故相談所（網走会場・北見会場）を開設し、

弁護士や専門の相談員が交通事故でお困りの

方の相談に応じます。

相談は無料です。お気軽にご相談ください。

●弁護士相談・巡回相談日及び時間
相談日の週の月曜日までに必ず予約して

ください。

●予約先 †0152－41－0783

問い合わせ先 役場　住民生活課　住民生活グループ　†76－2151

◎交通事故にあったが、どうしたらよいか分からない？　◎示談の仕方はどのようなものか？

◎損害賠償の額は適正かどうか知りたい？　◎残された遺児への生活（教育）資金の手当ては？

新
生
活
が
始
ま
る
季
節

交
通
事
故
に
注
意
し
よ
う
！

住民生活

グループ

†７６－２１５１

暦
は
４
月
を
迎
え
、
雪
解
け
の

中
に
春
の
匂
い
を
感
じ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
ま
ち
の
中
に
は
初

め
て
の
通
園
や
通
学
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
小
さ
な
姿
が
ち
ら
ほ
ら
見

ら
れ
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
は
、
こ
の
機
会
に
通
学
路
や
日

常
の
行
動
範
囲
を
お
子
さ
ん
と
歩

き
、
子
供
の
目
線
に
立
っ
て
、
ど

こ
に
危
険
が
潜
ん
で
い
る
か
、
ど

う
し
た
ら
安
全
か
を
一
緒
に
考
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
交
通
事
故

が
起
き
て
し
ま
っ
て
か
ら
後
悔
し

た
り
、
他
人
の
せ
い
に
し
た
り
し

て
も
、
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
両

親
の
責
任
に
お
い
て
、
お
子
さ
ん
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の
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も
浮
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き
が

ち
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車
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同
士
の
事
故
に
も
注
意

し
ま
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う
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◎痴漢事件発生！

２月中、美幌町内のバス停留所において、バスを

待っていた女性が通りすがりの20代男性から体を触

られるという痴漢が発生しています。

◎車上狙い事件発生！

２月中、美幌町内の駐車場において、駐車中の車

両内から、車両部品が盗まれる盗難事件が発生して

います。

◎空き巣など建物侵入型犯罪にご注意下さい！

２月中、美幌町内において空き巣等の建物侵入型

犯罪が３件発生しています。侵入手口は、無施錠の

窓から入ったり窓ガラスを割る、窓の鍵をこじ開け

て侵入するなど様々です。外出するときは戸締まり

の確認を行いましょう。住宅街等をうろつく不審者

等の情報があればパトロールの強化も行います。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

返還の請求はご本人だけでなくご家族の方々

でも構いません。「もしかしたら家にも…」と

お気づきの方は、お気軽に下記まで問い合わせ

下さい。

問い合わせ先 釧路税関支署網走出張所

†0152－43－5811

戦後海外から引き揚げて来られ
た方々へ

税関では戦後、海外から引き揚げて来られた

方々からお預かりいたしました87万件の未返還

の保管証券類をお返ししております。

●戦後、海外から引き揚げて来られた方々が、

上陸地の税関・海運局に預けられた通貨・

証券。

●帰国前に樺太（真岡、大泊、豊栄、留多加

など）、満州（瀋陽、吉林、撫順、鞍山など）

にあった在外公館、日本人自治会に預けら

れた通貨・証券等のうち日本に返還された

もの。

◎受験資格 A区分～学校教育法による大学等を卒業した者

（平成23年３月卒業見込み者を含む）

B区分～A区分以外の者（学校教育法による高

等学校に在学中の者は除く）

A・B区分共～昭和53年４月２日から平成５年４月１

日までに生まれた者

◎募集予定人員

A区分～男性125人、女性20人

（男性は、警視庁・神奈

川県・埼玉県・千葉県・

静岡県の共同試験も実施）

B区分～男性50人

◎願書交付期間 ３月４日（木）～４月15日（木）

◎募集受付期間 ４月１日（木）～４月15日（木）

◎第１次試験日 ５月９日（日）

◎試験地 北見方面は「北見・網走」の２箇所になります。

◎問い合わせ先 美幌警察署　†72－0110

津別駐在所　†76－2610

※北海道警察のホームページからも確認いただけます。



４月６日（火）～４月15日（木）
重 点 目 標

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

○子どもと高齢者の交通事故防止 ○全ての座席のシートベルト・チャイルドシートの正

しい着用○スピードの出し過ぎ防止 ○飲酒運転の根絶 ○自転車乗用中の交通事故防止

受験資格 ・昭和56年４月２日～平成元年４月１日生

まれの者

・平成元年４月２日以降生まれの者で次に

揚げる者

ア　大学卒業者及び平成23年３月までに大

学卒業見込みの者

イ　人事院が前項と同等の資格があると認

める者

受付期間 平成22年４月１日（木）～４月14日（水）

試験日程 １次　平成22年６月13日（日）

（教養試験、専門試験）

２次　平成22年７月21日（水）・22日（木）

の指定された１日

（人物試験、身体検査等）

合格発表 １次　平成22年７月６日（火）

２次　平成22年８月20日（金）

１次試験場所 （道内）札幌（道外）仙台他14都府県

願書請求先 人事院地方事務局

労働基準監督官は、労働者の生命と健康を守り、労

働条件の確保・改善を図ることを任務としています。

平成22年度の採用試験は、下記のとおりです。

問い合わせ先

北見労働基準監督署　庶務係　†0157－23－7406

昨年、全国から４万１千

人あまりの方が訪れたオホ

ーツク「木」のフェスティ

バル。オホーツク圏におい

て生産された木材・木製品

をはじめとする「木」に関

わる商品を一堂に集めて展示販売を行います。もちろん

津別町からもたくさんの商品が出品されますので足をお

運び下さい。

日　程 ５月21日（金）～23日（日）

時　間 午前10時～午後５時まで

（最終日は午後４時まで）

会　場 サンライフ北見、サンドーム北見、北見市工業

技術センター、スキルアップセンター北見

平成22年度の道立心身障害者

総合相談所による巡回相談が下

記のとおり開催されます。

日　時　６月22日、６月23日

場　所　北見市保健センター

相談内容

q 身体障害者及び知的障害の方々への医学的、心理

学的及び職能的判定等

w 補装具の処方及び適合判定など

e その他、身体障害者及び知的障害者の方々の専門

的相談など

申込方法

巡回相談は予約制です。希望される方は４月30日

までに役場介護福祉グループ福祉担当† 76－2151

（内線233）へご連絡ください。狂犬病予防注射と飼い犬登録日程表

登録料　１頭につき 3,000円

（登録は犬の生涯に１回です）

注射料　１頭につき　３,040円

（注射は毎年１回必ず受けなけ

ればなりません）

飼い主の皆さんにお願い！

●犬の飼い方に関する苦情が多く寄せられています！

●飼い犬は引き綱につなぎましょう！

●犬の糞（ふん）は持ち帰りましょう！

●犬のオシッコを他人の家の塀や門などにさせないよ

うにしましょう！

平成22年度の狂犬病予防注射と畜犬登録を次の日程で行います。

犬を飼っている方は最寄りの場所まで犬を連れてお越しください。

なお、時間等の都合により最寄りの場所に行けない場合は、ほか

の場所でも受け付けできますので、必ず予防注射と登録を済まされ

るようお願いします。
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プ
）

狂犬病の予防注射と犬の登録を行います狂犬病の予防注射と犬の登録を行います

問い合わせ先 役場　住民生活グ

ループ †76－2151（内線215）

労働基準監督官採用試験のご案内

問い合わせ先 2010オホーツク「木」のフェスティバル

実行委員会†0157－25－1331
問い合わせ先

役場　保健福祉課福祉担当　† 76－2151 内線299

本年4月から子ども手当制度が始まりました。

子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健やか

な育ちを社会全体で応援するため、中学校修了までの

子ども1人につき月額1万3千円を支給する制度です。

（児童手当を受給されていた方）

本年3月まで児童手当を受給されている方は、基本

的に、児童手当の支給対象児童について手続きは必

要ありません。ただし、新たに子ども手当の対象と

なる子ども（原則として中学2年生と中学3年生）が

いらっしゃる場合は、申請手続が必要です。

（児童手当を受給されていなかった方）

所得制限超過などで児童手当を受給されていなか

った方で、子ども手当の支給の対象となる中学修了

前までの子どもを養育されている方が、子ども手当

の支給を受けるには、申請手続きが必要となります。

最初の支払い月である本年6月に手当の支給を受け

るためには、５月10日までに申請をいただく必要
があります。

また、平成22年9月30日までに申請を済ませる
と本年4月分からの子ども手当を受給することができ

ますが、それを過ぎると４月分からの子ども手当が

受給できませんので、お早めに手続きをお願いします。

なお、公務員の方は、勤務先での手続きとなりま

すので、勤務先にご確認ください。


